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※１ 53個中、菌数表示は51個、“陽性・陰性”表示は53個 4



集計結果
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Ｚスコア
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Ｚスコア評価2023 Ｚスコア評価2022
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Ｚスコア評価2024








14



技能試験の１つであるが、技能試験が管理試料について検査を行った測定値の直接的評価、すなわち試験担当者または

試験所の技術レベルの確認を行うことを目的としているのに対して、外部精度管理は、検査の結果ならびにその過程のみな

らず試験所業務の流れを想定して設計されているのが一般的である。そのため、測定結果の誤記や計算ミスといったケアレス

ミスを防ぐための確認体制等、すなわち試験所における信頼性保証体制についての検証の検証も目的となる。（食品衛生

検査指針 微生物編 2015 5.精度管理（内部、外部）抜粋）

外部精度管理結果を技能を評価するための試験結果として捉えるのではなく、各試験所での検査結果の信頼性確保を

行ううえでの一つの指標として外部精度管理結果を活用する必要性を示している。外部精度管理への参加は、試験所で

通常実施されている試験方法、試験環境或いは試験担当者の技術を定期的に見直すための手段の一つといえる。さらに、

継続的に外部精度管理結果を観察したとき、例えば、毎回低めのＺ－スコアが認められる場合には、検査手技上なんら

かの問題点となりうる要因を含んでいる可能性もある。すなわち、Ｚ－スコアの絶対値が２以内にあることを確認することの

みならず、継続的に結果を観察することにより、積極的な事前の改善計画等といった予防的な措置をとるための手段とし

て活用できる。（食品衛生検査指針 微生物編 2015 5.精度管理（内部、外部）抜粋）

15



16



17

2.90E+07
3.80E+07

1.38E+08
1.10E+08

6.90E+07

6.50E+06

3.60E+05

4.10E+06

6.00E+05

2.30E+06

1.00E+05

1.00E+06

1.00E+07

1.00E+08

1.00E+09

1 2 3 4 5

2021～2023年

2024年

2020年


